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こノ

野の花と風薫る郷から…
高森にもこんな大物がいました。先のアジア大会水泳の400メー トル個人メドレーで見事、

金メダルを獲得した森康弘さんのルーツは本町河原黒岩にありました。また神奈川国体等の

水泳で大活躍した森康聡さんは弟さんです。昨年は十数名の強化選手に兄弟揃つて選ばれ世

界各地を遠征し日本を代表するスイマーとなつたようです。くしくもどちらも個人メドレー

が得意種目でよきライバルであり互いに励まし合つてもいるようです。来年行われるシドニ

ーオリンピックに兄弟揃つてのアベック出場も夢ではありません。

今後の森兄弟の活躍を見守つていきたいものです。

最前列左から森兄弟の父健至さん、隆弘さん、康聡さん、黒岩でお孫さんの活躍を見守る祖父の助郎さんと黒岩地区の皆さん

1月 1日 (黒岩集会所)
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森林文化村拠点施設の工事は着々と進み、2月

13日 (土曜日)には棟上げ式が行われ、終了後、子

どもからお年寄りまでの地域住民およそ300名

が音なつかしい棄まきに参加しました。

以前は新築の家では必ず棄まきが行われてい

ましたが、現在ではこの行事も珍しく、参加した

子どもたちのほとんどが初体験だつたようでした。

郡市対抗熊日駅伝

本町の宇藤康博さん(西丁)力走● ●

″99 水と緑と土のにおい、いつぱいの住みよい町にします。

伝統を重んじ、文化の薫る潤いのある町にします。

老人を大切にし、子どもの夢を育て幸せな町にします。

勤労を尊び、産業を振興し活力のある町にします。

スポーツに親しみ、心身をきたえ健全な町にします。

今回、第25回を数えた郡市対抗熊日駅伝大会

に本町から宇藤康博さん (西丁)34歳 が10区の

7.3キロ区間をほとんどが10代から20代前半の若

者に混じつて快走しました。長距離をやつてい

る人なら一度は走つてみたいと思う都市対抗駅

伝大会に若手に混じつて阿蘇郡代表として選ば

れたものです。

宇藤さんは中学時代と高校時代には選手とし

て出場したことがあつたそうですが一般人とし

ては34歳にして初出場だつたそうです。体力の

限界をそろそろ感じるであろう30代半ば、しかし、

何事もやればできるとの感動をもあたえてくれ

ました。

今後のますますの活躍を期待します。

9区松浦選手 (西原村)からタスキを受け力走の宇藤康博さん

■発行/高森町役場 ■編集/総務課 〒869-1602熊 本県阿蘇郡高森町大字高森2168番 地 TEL.09676-2-111l FAX.2-1174
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参加いただいた、写菫在から東貴子さん (保憾婦)、 岩下扶羮さん (■人代表)、 甲豊霧―さん (保護者会代表)、

吉良充晨さん (■年代表)、 荒牧久さん (教育委員会)、 野口安僣さん (高森小学校敏議)。

心
配
ご
と
相
談

何
か
福
祉
に
関
す
る
こ
と
で
心

配
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

高
森
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は

次
の
と
お
り
心
配
ご
と
相
談
所
を

開
設
い
た
し
ま
す
。
心
配
ご
と
相

談
員
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

草
部
地
区

■
と
　
き
　
三
月
十
六
日

（火
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
草
部
基
幹
集
落
セ
ン

タ
ー

野
尻
地
区

■
と
　
き
　
二
月
二
十
三
日

（火
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
野
尻
林
業
セ
ン
タ
ー

高
森

・
色
見
地
区

■
と
　
き
　
四
月
十
三
日

（火
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
高
森
町
中
央
公
民
館

登
記

・
人
権
相
談

土
地

・
建
物
や
商
業

・
法
人
の

登
記
で
お
困
り
の
人
は
い
ま
せ
ん

か
。
登
記

。
人
権
の
こ
と
で
お
困

り
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下

さ
い
。
相
談
無
料
で
秘
密
は
堅
く

守
ら
れ
ま
す
。

■
と
　
き
　
二
月
十
七
日

（水
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

林
業
相
談
室

■
相
談
員
　
熊
本
地
方
法
務
局
阿

蘇
支
局
員

・
地
元
人
権
擁
護
委
員

※
平
成
九
年
五
月
よ
り
毎
月
行
わ
れ

て
い
た
登
記

・
人
権
相
談
は
今
回
を

も
ち
ま
し
て
終
了
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
な
お
、
住
民
の
皆
様
方
か
ら

の
登
記
等
の
相
談
は
、
地
元
司
法
書

士

・
土
地
家
屋
調
査
士
が
各
事
務
所

で
相
談
に
応
じ
る
ほ
か
、
阿
蘇
支
局

に
お
い
て
も
職
員
が
応
じ
ま
す
。

法
律
相
談

（無
料
）

本
町
出
身

の
弁
護
士
、
津
留
清

さ
ん
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
が
行

わ
れ
ま
す
。

■
と
　
き
　
二
月
十
三
日

（土
）

午
後

一
時
か
ら
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
高
森
町
中
央
公
民
館

今
年
の
無
料
法
律
相
談
　
（予
定
）

五
月
二
十
二
日
、
七
月
二
十
四
日
、
九
月
十

八
日
、
十

一
月
二
十
日
　
あ
ら
た
め
て
、
事

前
に
そ
の
都
度
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

年

金

相

談

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会
保

険
に
つ
い
て
の
相
談
や
申
請
受
付

を
行
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
二
月
二
十
六
日

（金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

林
業
相
談
室

休
日
在
宅
医

診
療
は
午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で

３
月
‐４
日
　

渡

辺

内

科

Ｔｅ‐
⑦

ｌ

７
７
７

３
月
２１
日
　
藤

本

医

院

Ｔｅ‐
⑦

‐
Ｏ
０
２
０

３
月
２２
日
　
立

野

病

院

Ｔｅ‐
⑧

ｉ
０
１
１
１

３
月
２８
日
　
立

野

病

院

Ｔｅ‐
③

‐
０
１
１
１

４
月
４
日
　
後

藤

医

院

Ｔｅ‐
⑦

‐
０
０
１
９

４
月
Ｈ
日
　
平

田

医

院

Ｔｅ‐
②

！
０
２
１
６

４
月
１８
日
　
馬
原
内
科
医
院

Ｔｅ‐
②

‐
０
６
４
６

先
日
、
女
優
の
石
井
め
ぐ
み
さ
ん
の

講
演
を
聴
き
感
動
し
ま
し
た
。
石
井
さ

ん
は
重
度
の
障
害
を
持

っ
た
「ゆ
っ
ぴ

い
」
ち
ゃ
ん
の
母
親
と
し
て
い
ろ
ん
な

面
で
苦
労
さ
れ
て
い
ま
す
が
、他
の
人

で
は
味
わ
え
な
い
た
く
さ
ん
の
幸
せ

も
経
験
し
て
い
ま
す
。

「障
害
者
（児
）
も
家
族
も
皆
さ
ん
に

話
し
か
け
た
い
、
か
け
ら
れ
た
い
。
と

思
う
け
ど
、
な
か
な
か
立
ち
止
ま

っ
て

話
し
か
け
て
く
れ
ま
せ
ん
。
」
と
の
事
。

困

っ
て
い
そ
う
な
方
を
見
か
け
ら
れ

た
ら
、
ち
ょ
っ
と
の
時
間
立
ち
止
ま

っ

て
、少
し
だ
け
力
を
か
し
て
い
た
だ
け

な
い
で
し
ょ
う
か
？
例
え
ば
ド
ア
を

開
け
る
の
を
手
伝
う
と
か
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
ボ
タ
ン
を
押
し
て
あ
げ
る
と

か
、
そ
ん
な
何
で
も
な
い
と
思
え
る
こ

と
が
、
大
変
あ
り
が
た
い
の
で
す
。

少
し
の
や
さ
し
さ
と
勇
気
を
―
田
浩

高森保育園 一日保育体験

心
を
育
て
る
幼
児
教
育
の
大
切
さ
を
考
え
る

明
る
い
家
庭
づ
く
り
か
ら
欠
か
さ
ず
続
け
ら
れ
る
家
庭
内
で
の
対
話
。的
確
な
し
つ

け
な
ど
象
庭
教
育
の
重
要
性
と
、
集
団
で
の
生
活
、
活
動
な
ど
で
社
会
性
や
協
調
性
が

育
ま
れ
る
社
会
教
育
、
そ
し
て
学
校
教
育
が

一
体
と
な
っ
て
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
成

長
が
か
な
え
ら
れ
ま
す
が
、
家
庭
で
の
教
育
を
中
心
に
し
た
幼
児
期
の
教
育
が
最
も
重

要
な
も
の
で
あ
る
と
、
私
た
ち
は
認
識
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

本
町
に
は
町
立
保
育
園
が
五
園

（色
見

・
草
部

・
草
部
北
部

・
野
尻

・
河
原
）
と
社

会
福
祉
法
人
の
高
森
保
育
園
、
学
校
法
人
の
高
森
幼
稚
園
が
あ
り
ま
す
。
保
育
園
と
幼

稚
園
は
入
園
の
目
的
や
基
準
に
違
い
が
あ
る
と
は
い
え
、
入
園
後
は

「地
域
づ
く
り
、

ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
か
ら
」
を
モ
ツ
ト
ー
に
、
各
園
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
生
か
し

地
域
に
根
ざ
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
心
の
成
長
を
第

一
に
日
々
活
発
な
幼
児
教
育

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

●   ●
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*都合により変更になる場合があります。阿蘇広域行政事務組合消防本部

テレホンサービスでお確かめください。 電話 0967-34-0099
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毎月第 3水曜日は休館日です。その日が祝祭日の場合は

■町社会福祉協議会ヘ

<香典返し>田上裕子 岩下リユ 本田恭輔
本田雄二郎 林イツフ 佐藤年明 石田アヤ子
渡邊廣 大野久喜 那須道弘

1999.1月 受付分  敬称略

■広報送料寄付

田上 一生 (北九州市八幡西区)
遠藤 和子 (奈良県生駒市 )
片山 好美 (北九州市若松区)
津留 久美子 (大阪市住吉区)
甲斐 文隆 (埼玉県戸田市 )
永田 卓也 (北九州市八幡西区)
後藤 富有子 (大分県別府市)

人口の動き

おくやみ
もうしあげます

世帯数

男

女

総 数

(1月 末日現在)

2,604(+2)
3,851(+6)
4,161(-1)
8,012(+5)

善意の灯

一
美

琴
子

也
子

郎
み

夫
代

奈
　
　
　
　
　
　
ゆ

慎
真

真
満

真
祐

吉
ま

靖
和

父
母

父
母

父
母

父
母

父
母

女

男

男

女

女

一錨一７８
８０
８９
７２
８４
８２
９５

者
殊
転
ラヱ
正
サェ
核
覺

亡

　

　

テ

田

藤

田

邊

野

伯

死

林

原

佐

石

渡

大

佐

所

町

山

在

町

留

在

原中

住

下

村

上

下

津

上

西

あl,がとうございました
(荀好小田F)

赤 ち ゃん
たんじょう

田上 栞余ちゃん
(旭通 )たける

12.21生

山室 健 ちゃん
(西丁 )りんた髪・

22生

楢本野麟太郎ちゃん

(~下町)  12.31`生

田 L 愛佳ちゃん
(L在 )  1.5生
濱田 麻耶ちゃん
(栃原)  1.7生

御 遺 族 続柄

林 イツフ 夫

梅香苑

佐藤 年明 母
石田アヤ子 夫
渡邊 幸雄 妻
大野 久喜 父
佐伯カナエ 夫

一日保,父さん 口保母さん 。大奮月7」
1月 26日 、高森保育園 (社会福祉法人みどり福社会)で、
一日保育者運動が実施されました。これは、子どもたちに園外

の方 との心のふれあいを体験させることを目的としたもので、

一日保育者 となった皆さんは、細かなところにも気を配 りなが

ら、まさしく童心に返って子どもたちとの「ふれあい」に真剣

に取 り組んでいただきました。

子どもたちも、「・・・先生」とすぐに馴れ親しみ、歌や紙

芝居、体操、凧つくりなどを皆さんひっぱりだこ。「一日先生」

は家庭では見られない姿で、楽しい一日を過ごしていました。

「一日先生」の感想

《一 日保育を体験 して》

◆楽しい一日でした。小学校でも楽しく生活できるようにしっ

かり準備して待ってます。 ◆自分の夢をしっかり持ち、力強
く生きていける人に成長して欲しいです。 ◆30年ぶりでし
た。とても楽しい口を過ごさせていただきました。園の発展を

祈っております。 ◆清い心と園児の澄んだ日に感動しまし
た。 ◆輝く瞳、思いやりの心、笑顔を忘れないでください。
◆やさしく大きくなられますように願っています。

(2)
開館して、次の日が休館日となります。(19) 今度の温泉館休館日 3月 17日 (水)4月 21日 (水 )

つ
り
　́
　
一二
月
十
四
日

（日
）
正
午
か
ら
午
後
三
時
　
高
森
駅
野
外
ス
テ
ー
ジ
周
辺
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奥

の

あ

知

ら

せ

　

高
齢
者
無
料
職
業
紹
介
所

県
で
は
、
不
法
投
棄
等
に
関
す

る
県
民
か
ら
の
通
報
等
に
迅
速
で

対
応
し
、
早
期
発
見
、
早
期
改
善

を
図
る
た
め
、
「廃
棄
物

一
一
〇

番
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

廃
棄
物
に
関
す
る
情
報
や
相
談

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

一
、
設
置
場
所

環
境
生
活
部
廃
棄
物
対
策
課
内

二
、
設
置
日
　
二
月
十
日

三
、
電
話

・
フ
ア
ツ
ク
ス
番
号

０
９
６

（３
８
５
）
５
３
０
０

※
夜
間
、
土
日
祝
日
等
担
当
者
不

在
の
場
合
は
、
留
守
番
電
話
ま
た

は
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
受
け
付
け
ま

す
。
な
お
、
通
報
者
や
相
談
者
の

氏
名
な
ど
公
表
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

四
、
受
付
案
内

・
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
に
関
す
る

情
報
・
廃
棄
物
処
理
施
設
の
運
転
管
理

に
関
す
る
情
報

（煙
、
悪
臭
、
騒

音
、
振
動
、
水
質
悪
化
等
）

・
廃
棄
物
に
関
す
る
こ
と

（困

っ

て
い
る
こ
と
、
ト
ラ
ブ
ル
等
）

高
齢
社
会
を
豊
か
で
活
力
あ
る

社
会
と
す
る
た
め
、
高
齢
者

の

方
々
の
生
き
甲
斐
を
高
め
、
健
康

で
明
る
い
生
活
を
過
ご
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
長
年
培

っ
た
知
識
と

豊
富
な
経
験
を
生
か
し
就
業
で
き

る
よ
う
、
職
業
相
談

・
紹
介
を

行

っ
て
い
ま
す
。

■
相
談
日

毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で

午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
た
だ

し
、
祝
祭
日

・
振
替
休
日

・
年
末

年
始
は
休
み
ま
す
。

■
相
談
所

熊
本
県
高
齢
者
無
料
職
業
紹
介
所

阿
蘇
相
談
所

（県
阿
蘇
福
祉
事
務

所
内
）

■
０
９
６
７

（２
２
）
１
３
２
５

阿
蘇
広
域
行
政
事
務
組
合

Ⅲ
０
９
６
７

（３
４
）
１
１
２
３

役
場
町
民
福
祉
課
保
健
衛
生
係

ＴＥＬ
２

・
１
１
１
１

（内
線
１
２
７
）

し
尿
処
理
場
の
計
画
収
集
の
た

め
左
記
の
通
り
ご
協
力
下
さ
い
。

■
計
画
収
集
に
よ
り
地
区
割
り
が

さ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
地
区
　
月
の
初
め

上
在

・
天
神
地
区
　
十
日
前
後

村
山
地
区
　
十
五
日
頃

旭
通
地
区
　
二
十
日
頃
か
ら
月
末

横
町

・
森

・
冬
野

・
津
留
地
区
中
旬
頃

上
町

・
下
町
地
区
　
下
旬

上
色
見

・
色
見
地
区
　
上
旬

な
お
、
野
尻
地
区
は
毎
月
第
二

水
曜
日
、
草
部
地
区
は
偶
数
月
の

第

一
月
曜
日
で
す
。

■
申
込
み
は
余
裕
を
も

っ
て

■
詳
し
く
は
大
阿
蘇
清
掃
社
ま
で

ＴＥＬ
０
９
６

（２
７
９
）
３
２
２
０

■
ハ
劇
仙
針
ｍ
田
木

（五
百
万
円
以
上
）

■
工
事
名
　
社
倉
・水
迫
線
道
路
舗
装

工
事
　
□
工
期
　
二
月
二
十
五
日
か

ら
二
月
二
十
日
ま
で
　
□
金
額
　
九

百
二
十
四
万
円
　
□
請
負
者
　
（株
）

草
村
道
路
建
設
工
業

「し
尿
処
理

の
改
正

取
扱
手
数
料
」

平
成
十

一
年
四
月

一
日
か
ら

「し
尿
処
理
取
扱
手
数
料
」
が
現
行

の
十
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
百
円

（消

費
税
内
税
）
が
十
リ
ッ
ト
ル
当
た

り
百
五
円

（百
円
プ
ラ
ス
五
円
消

費
税
）
外
税
方
式
に
改
正
さ
れ
ま

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は

0

年■
日

■
日

2,該当すると思わ
送ください。その

下の子ど

は使用できませ

買はできません

主i及び臨時福祉特別給付

え 返

ます。

、高森町内でステッ
_キ、

9

で

●   ●

なお、 3月 20日 までに該当すると思われる方で
通知が届かない場合は、

役場企画課にお問い合わせください。

TEL2日 1111(内線159口 160)

この春引つ越しされる方々へ

地域振興券の交付が各地で始まつていますが、この春、引つ越しをさ

れる方々へのお知らせです。

15歳以下のお子さまをお持ちの世帯主の方などの交付対象者の方で、

いまお住まいの市町村で地域振興券の交付が始まる前に引つ越しされる

場合には、引つ越し先で地域振興券を受け取ることができます。

そのためには、転出証明書や未受領証明書などが必要になります。

必要な書類や引つ越し先で受け取ることができるかどうかなど詳しい

ことはお住まいの市町村の窓口でお尋ねください。

旧高森保育園の利用について
旧高森保育園は観光客や町内の商店街

等への買い物客などの駐車に利用されて

います。しかしながら、現在、長期にわ

たる駐車をされている方やゴミの投げ捨

て等が行われています。今年は統一地方

選挙の年で もあり投票所 として使用さ

れ、現在の状態が続けば駐車をご遠慮い

ただかねばならないこともあります。

こういう事態にならないようモラルを

守り、正しく利用しましょう。
■とき/3月 30日 (火 )
午前 10時～午前 11時半

午後○時半～午後 3時半

■ところ/林業総合センター

■次の献血予定日 6月 4日 (金 )(成分)
7月 27日 (火)(一般)

|‐

リ

動献血車

(3) 役場の支払日  3ノ15(月 )3/25(木)4/5(月)  時間 10時N引 5時まで  (18)

し
尿
処
理
計
画
収
集
に

■
　
一●
一　
　
ご
協
力
を

轡
お知らせのへ

°
7ゾ

Eコ
■■3月 24 から「地域振興券」|め交付を始めます

地域
1聯.興

券
膵爾え裁魂

睫檄:菫豪葉i丁
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あなたの善意 さい



テ ニ ス 競 技

(成年女子・少年男女 )

10月 24日 ～27日

郷
土
料
理
体
験
学
習

各
地
で
郷
土
料
理
を
見
直
そ
う
と
様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
学
校
の
授
業
で
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
郷
土
を
愛
す
る
心
を
子

ど
も
た
ち
か
ら
持
ち
続
け
る
と
素
晴
ら
し
い
ふ
る
さ
と
と
な
る
で
し
よ
う
。

高
森
東
中
学
校
で
、
婦
人
会
の

方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
郷
土
料
理

体
験
学
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
に
地
域
の
身
近
な
特
産

物
を
用
い
た
料
理
を
知

っ
て
も
ら

い
、
郷
上
の
よ
さ
を
体
で
学
ん
で

ほ
し
い
と
い
う
目
的
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
だ
ん
ご
汁
、
ジ
ヤ
ン
ボ
い
な
り

寿
司
な
ど
を
子
ど
も
と
婦
人
会
の

方
々
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
い
き

い
き
と
楽
し
く
作
る
こ
と
が
で
き

た
よ
う
で
し
た
。
実
習
後
の
生
徒

た
ち
の
感
想
は

「と
て
も
た
め
に

な

っ
た
。
」
「家
で
さ

っ
そ
く
作

っ

て
み
よ
う
ピ
な
ど
が
、
多
く
出
さ

れ
ま
し
た
。

今
後
と
も
地
域
活
動
の
一
環
と

し
て
学
校
と
婦
人
会
と
の
交
流
を

続
け
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

「た
か
も
り
国
体
」
ま
で

あ
と

日
　
み
ん
な
の
力
で
国
体
成
功
！

各
分
野
の
力
を
結
集
し
て
素
案
づ
く
り

‐ ヽ

今
年
は

く
ま
も
と
未
来
国
体
の
年

国体成功をめざし 常任委員会を開催

「燃
え
る
若
き
や
も
ん
」
「お
母
さ
ん
と
い
っ
し
よ
」
「動
物
は
友
だ
ち
」
登
場
者
募
集
中
。
　

　

一
般
の
方
の
肥
後
狂
句
、
短
歌
、
俳
句
、
詩
な
ど
の
作
品
も
お
寄
せ
下
さ
い
。

ユＪ■　　
・
´

り
Ｌ

く
ま
も
と
未
来
国
体
開
催
ま
で
、
あ
と
二
百
三
十
二
日

（三
月
五
日
現
在
）
と

な
り
ま
し
た
。

二
月
八
日

（月
）
午
後
二
時
か
ら
、
第
五
十
四
回
国
民
体
育
大
会
町
実
行
委
員

会

の
常
任
委
員
会
が
役
場
第

一
委
員
会
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
今
年

の
国
体
開
催

の
た
め
の
基
本
方
針
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
も

の

で
、
大
会

の
競
技
面
や
啓
発
Ｐ
Ｒ
、
宿
泊
、
衛
生
、
輸
送
、
接
待
、
交
通
、
警
備

な
ど
に
つ
い
て
、
町
の
各
分
野
の
代
表
者
か
ら
な
る
委
員
二
十
二
名

の
出
席
を

い

た
だ
き
、
運
営
面
全
般

に
つ
い
て
そ
の
準
備
と
実
行
方
法
が
検
討
、
協
議
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
他
町
で
は
、
国
体
期
間
だ
け
で
は
な
く
、
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
の
聖
火
の
意
味

と
同
じ
よ
う
な
、
国
体
煙
火

（き
ょ
か
）
の
実
施
方
法
と
選
手
団
二
百
二
十
名
の

歓
迎
レ
セ
プ
シ
ヨ
ン
や
、
国
体
の
正
式
競
技
と
は
別
に
開
催
さ
れ
る
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
行
事
へ
の
町
選
手
団
派
遣
、
そ
し
て
、
テ
ニ
ス
教
室
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
行
事
開
催
な
ど
に
つ
い
て
も
進
め
て
い
き
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
あ
ら
た
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

く
ま
も
と
未
来
国
体
　
高
森
町
テ
ニ
ス
競
技
大
会

（成
年
女
子
口
少
年
男
女
）

◆
十
月
　
十
八
日

（月
）
恒
火
リ
レ
ー

◆
十
月
二
十
三
日

（土
）
総
合
開
会
式
　
　
　
（県
運
動
公
園
）

◆
十
月
二
十
四
日

（日
）
開
　
始
　
式
　
　
　
（高
森
町
民
体
育
館
）

◆
十
月
二
十
四
日

（日
）
～
二
十
七
日

（水
）

テ
ニ
ス
競
技

（高
森
町
民
体
育
館

・
休
暇
村
南
阿
蘇
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）

◆
十
月
二
十
七
日

（水
）

閉
会
式

・
表
彰
式

（高
森
町
民
体
育
館
）

こ
の
他
、
国
体
の
正
式
競
技
と
は
別
に
、
デ
モ
ス
ポ
大
会
が
九
月
十

一
日
～
十
二
日
と
十

月
二
十
四
日
～
二
十
五
日
に
県
内
各
地
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
　
町
内
か
ら
も
代
表
選
手
団

の
エ
ン
ト
リ
ー
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
　

詳
し
い
こ
と
は
後
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●  ●

●  ●肥

後

狂

旬

　

睦

芸
術
品
　
拝
観
料
の
入
る
古
刹

表
彰
状
　
さ
す
が
鴨
居
も
篤
農
家

戯
れ
に
　
主
婦
業
に
吹
く
隙
間
風

芸
術
品
　
振
り
子
打
法
で
五
億
円

芸
術
品
　
つ
か
ま
さ
れ
と
る
お
人
好
し

そ
う
で
す
か
　
双
生
児
の
姉
妹
で
し
た
ろ
う
か

跳
ね
回
り
　
涙
を
誘
う
遺
族
席

芸
術
品
　
遺
品
に
な

っ
て
価
値
の
出
る

跳
ね
回
り
　
縛
り
つ
け
さ
す
手
術
台

跳
ね
回
り
　
取
り
逃
が
し
と
る
兎
狩
り

表
彰
状
　
勇
敢
な
金
槌
じ
ゃ
あ
る

俳

　

　

旬

枯
れ
尾
花
野
末
の
風
に
散
り
急
ぐ

天
地
皆
息
を
ひ
そ
め
て
雪
の
朝

暦
と
は
裏
腹
寒
波
襲
い
来
る

寄
鍋
を
囲
む
も
親
子
二
人
か
な

凍
て
し
夜
刃
の
如
し
細
き
月かん
が
ら
す

屋
の
棟
に
小
首
か
し
げ
る
寒
鳩

初
春
の
幾
歳
ぶ
り
や
汽
車
の
旅

本
堂
の
彼
方
に
残
月
凍
て
し
朝

う
た
た
寝
の
耳
に
つ
き
た
る
猫
の
恋

着
膨
れ
て
窓
少
し
明
け
外
を
見
る

ふ
る
さ
と
情
報
発
信
事
業

～

「住
民
手
作
リ
ビ
デ
オ

制
作
」
だ
よ
り
～

ふ
る
さ
と
情
報
発
信
事
業
で

は
、
高
森
の
Ｐ
Ｒ
ビ
デ
オ
を
作
成

す
る
と
同
時
に
、
熊
本
市
民
約
五

万
世
帯
の
見
て
い
る
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ

（熊
本
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
）
の
市
民
チ
ヤ
ン
ネ
ル
で

毎
日
十
分
間

（
一
ヶ
月
間
は
同
じ

内
容
）
高
森
の
情
報
を
放
映
し
て

い
ま
す
。

今
回
、
二
月
放
映
分
の
高
森
情

報
を
高
森
町
観
光
協
会
の
宣
伝
部

隊
？
に
企
画

・
演
出
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は

「高
森
の

冬
は
あ
ら
た
か
い
よ
―
」
と
い
つヽ

こ
と
ら
し
い
の
で
す
が
、
何
と
実

際
に
ど
ん
ど
や
を
し
な
が
ら
燃
え

さ
か
る
火
の
前
で
リ
ポ
ー
ト
す
る

ら
し
い
の
で
す
。

し
か
も
、
カ
ッ
ポ
酒
、
田
楽
、
だ

ご
汁
、
温
泉
館
と
紹
介
し
、
冬
の

高
森

の
あ
た
た
か
い
も

の
を
伝

え
、
昨
年
よ
り
か
な
リ
グ
レ
ー
ド

ア
ッ
プ
さ
れ
た

一
ヶ
月
間
に
わ
た

る

「新
酒
と
ふ
る
さ
と
の
味
ま
つ

り
」
の
イ
ベ
ン
ト
を
詳
し
く
案
内

す
る

ｅ
ｔ
ｃ
…
。
か
な
り
欲
張

っ

た
、
無
謀
な
演
出
な
の
で
す
。

月
　
（阿
蘇
御
神
火
会
）

（河
原
す
す
き
の
句
会
）

=童
豊P
_‐
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L L
交
通
鰤
塗
重
一題

訳
嬌
大
会

色
見
チ
ー
ム
堂
々
の
連
覇

オ
ー
プ
ン
参
加
の
部
は
さ
す
が
の
陸
上
協
会
Ａ
チ
ー
ム

み
ん
な

一
生
懸
命
に
走
り
、
交
通
安
全
啓
発
に

一
役
買
い
ま
し
た

今
回
は
記
念
す
べ
き
二
十
回
目

と
な

っ
た
交
通
安
全
宣
言
駅
伝
大

会
は
、
二
月
十
四
日
の
日
曜
日
、

盛
大
に
開
催
さ
れ
、
色
見
チ
ー
ム

が
昨
年
に
続
き
堂
々
の
優
勝
、
二

位
に
は
休
暇
村
南
阿
蘇
チ
ー
ム
が

入
り
ま
し
た
。

一　
　
こ
れ
は
、寒
い
日
が
続
く
中
、交

ル

通
安
全
意
識
の
高
揚
、
健
康
づ
く

剤

り
と
親
睦
で
明
る
く
活
気
に
満
ち

〓
．
た
高
森
町
に
し
よ
う
と
、
町
体
育

鋤
協
会
が
主
催
し
た
も
の
で
す
。
大

二　
会
に
は
町
内
の
駐
在
区
、
職
場
、

ラ○

学
校
な
ど
か
ら
二
十
チ
ー
ム
が
参

２

，
加
し
ま
し
た
。

レ

　

午
前
九
時
四
十
分
に
高
森
駅
を

・し、　
ス
タ
ー
ト
、
町
内
を
二
周
、
黄
色

よ
　
い

「交
通
安
全
た
す
き
」
を
し

つ

か
り
つ
な
ぎ
な
が
ら
ゴ
ー
ル
を
め

ざ
し
ま
し
た
。
沿
道
の
人
か
ら
は

大
き
な
声
援
が
寄
せ
ら
れ
選
手
の

皆
さ
ん
は
日
頃
の
運
動
不
足
を
悔

や
み
な
が
ら
も

一
生
懸
命
走
り
ま

し
た
。

総合開閉会式や陸上競技が行われる県陸上競技場  1周 400m(9レ ーン)、 観客収容人数 32.000人

国体について これまであつた皆様方からのおたずねの一部を紹介します

▼
優
勝

▼
二
位

▼
三
位オ

ー
プ
ン
参
加
の
部

▼

一
位
　
高
森
陸
上
協
会
Ａ

▼
二
位
　
高
森
中
野
球
部

▼
三
位
　
高
森
中
男
子
バ
ス
ケ
ツ
ト
部

そ
の
他
の
参
加
チ
ー
ム
紹
介

（
一
チ
ー
ム
十
名
）

高
森
警
察
署
、
高
森
寮
、
（株
）
青
山

製
作
所
、
肥
後
銀
行
高
森
支
店
、
高
森

小
サ
ツ
カ
ー
部

（三
チ
ー
ム
）
、
高
森

中
陸
上
部

（
ニ
チ
ー
ム
）
、
高
森
中
ソ

フ
ト

・
バ
ス
ケ
ツ
ト
混
合
チ
ー
ム
、
高

森
高
校
野
球
部
、
高
森
陸
協

（高
森
高

校
陸
上
部
含
）
、
高
森
町
役
場

二
月
七
日

（日
）
、　
町
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
協
会

（後
藤
萬
蔵
会
長
）
主
催
の

平
成
十
年
度
第
二
回
高
森
町
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
大
会
を
高
森
中
学
校
体
育
館

で
開
催
し
ま
し
た
。

大
会
に
は

一
般
男
女
三
十
名
、
小

学
生
五
十
名
計
八
十
名
が
参
加
。
日

頃
の
熱
心
な
練
習
の
成
果
を
存
分
に

発
揮
し
て
、
熱
の
こ
も

っ
た
試
合
が

展
開
さ
れ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

大
会
結
果
　
（優
勝
の
み
掲
載
）

▼

一
般
の
部
（
一
部
）

藤
原
誠

一
・城

井
健
吾
　
▼

一
般
の
部

（
二
部
）
岩
下

賢

一
。長
尾
和
旦
（　
▼
六
年
男
子
の
部

野
尻
遼
太
・野
尻
卓
郎
（高
森
東
小
）

▼
六
年
女
子
の
部
　
津
留
恵
里
香
・

後
藤
未
奈

（高
森
小
）
▼
五
年
男
子
の

部
　
首
藤
佑
氏

。
本
田
将
昭

（高
森
東

小
）
▼
五
年
女
子
の
部
　
今
村
美
穂

・

津
留
珠
美

（高
森
小
）
▼
四
年
男
子
の

部
　
野
尻
文
明

・
本
田
雅
実
通

（高
森

東
小
）

▼
四
年
女
子
の
部
　
山
田
桂

子

・
三
井
千
鶴

（高
森
小
）

二
月
二
十

一
日

（日
）
、
阿
蘇
町
体

育
館
で
行
わ
れ
た
、
第
二
十
二
回
阿

蘇
郡
学
童
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
に
は
、

阿
蘇
郡
内
の
小
学
校
十
四
校
か
ら
お

よ
そ
三
百
名
の
児
童
が
、
出
場
し
ま

し
た
。
町
内
か
ら
は
高
森
東
小
、
高
森
小

の
児
童
が
参
加
し
、
好
成
績
を
あ
げ

ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

大
会
結
果
　
（三
位
ま
で
掲
載
）

Ｓ
／
シ
ン
グ
ル
ス
　
Ｗ
／
ダ
ブ
ル
ス

高
小
／
高
森
小
学
校

東
小
／
高
森
東
小
学
校

▼
四
年
男
子
Ｓ
の
部
　
三
位
　
野
尻

文
明

（東
小
）

▼
四
年
男
子
Ｗ
の
部

優
勝
　
本
田
雅
実
通

・
野
尻
文
明

（東

小
）

▼
五
年
男
子
Ｓ
の
部
　
優
勝

野
尻
卓
郎

（東
小
）

一
一位
　
森
健
史

郎

（東
小
）

一二
位
　
久
保
田
幸
二

（東
小
）

▼
五
年
男
子
Ｗ
の
部
　
優

勝
　
野
尻
卓
郎

・
森
健
史
郎

（東
小
）

三
位
　
久
保
田
幸
二
・
首
藤
佑
氏

（東

小
）

一二
位

・
本
田
将
昭

・
池
田
忠
幸

（東
小
）

▼
六
年
男
子
Ｓ
の
部
　
三

位
　
甲
斐
賢
史
朗

（高
小
）

一二
位

野
尻
遼
太

（東
小
）

▼
六
年
男
子
Ｗ

の
部
　
二
位
　
野
尻
遼
太

。
原
直
生

（東
小
）

一二
位
　
甲
斐
賢
史
朗

・
菅

原
淳
志

（高
小
）

三
位
　
安
藤

一

樹

・
吉
良
山
寿
久

（東
小
）

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
撮
影
は
都

合
上
、
十
分
間

一
発
本
番
、
撮
り

直
し
な
し
、
編
集
な
し
、
な
ん
で

す
け
れ
ど

・
・
・
・
。
大
丈
夫
で

す
か
？

・
・
・
と
い
う
カ
メ
ラ
ス

タ
ッ
フ
側
の
不
安
を
吹
き
飛
ば
す

様
に
、
南
さ
ん

（観
光
協
会
）
と

橋
本
さ
ん

（体
暇
村
南
阿
蘇
）
が

火
の
粉
を
払
い
の
け
な
が
ら
ピ
ッ

タ
リ
十
分
で
リ
ポ
ー
ト
を
し
て
く

れ
ま
し
た
。

こ
の
撮
影
の
た
め
に
ど
ん
ど
や

を
組
ん
で
く
だ
さ
っ
た
観
光
協
会

の
方
々
、
画
面
を
通
じ
て
高
森
の

熱
気
は
充
分
に
伝
わ

っ
た
と
思
い

ま
す
。

～
製
作
班
よ
り
～〓

【
ｔ

●  ●

●   ●

問
　
い

高
森
の
テ
ニ
ス
競
技
の
開
会
式
と
、
熊
本
市
で
開
催
さ
れ
る
国
体
の
開
会
式
に
ぜ
ひ

行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
、
ど
う
や
っ
た
ら
入
場
で
き
る
の
で
し
ょ
う

か
？
　
日
程
と
場
所
や
入
場
料
に
つ
い
て
も
教
え
て
く
だ
さ
い
。

お
答
え

熊
本
市
で
の
開
会
式
を

「総
合
開
会
式
」
と
い
い
、
各
会
場
地
で
の
競
技
別
開
会

式
を

「開
始
式
」
と

い
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で

す
。
選
手
団
を
讃
え
、
大
会
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
も
、
た
く
さ
ん
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
、
詳
し
い
こ
と
は
あ
ら
た
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

大

〈
〓
　
結
　
果

色
　
　
見

体
暇
村
南
阿
蘇

草
　
　
部

チーム

盛
7̂=

に
バ
ド

ン
卜
ン
大
△
=

阿
蘇
郡
学
E≡彗

大
△
Z=
で
は
好
成
●ヨヒ
利員

(16)

】
」

』
“

く
ま
も
と
未
来
国
体
　
高

森

町

テ

ニ

ス
競

技

大

会

開

始

式

（成
年
女
子

・
少
年
男
女
）

◆
期
　
日
　
十
月
二
十
四
日
　
午
前
八
時
半
か
ら

⌒入
場
は
午
前
八
時
ま
で
）

◆
場
　
所
　
高
森
町
民
体
育
館

◆
入
場
料
　
無
　
料

◆
来
場
に
は
、
自
家
用
車
乗
り
合
わ
せ
等
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

十
月
二
十
四
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で
の
競
技
日
と
二
十
七
日
午
後

一
時

（予

定
）
か
ら
の
閉
会
式
と
表
彰
式
に
も
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

く
ま
も
と
未
来
国
体
　
総

合

開

会

式

　

（秋
季
大
会
）

◆
期
　
日
　
十
月
二
十
三
日
　
昼
頃

（時
間
未
定
）

◆
場
　
所
　
熊
本
県
民
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

◆
入
場
料
　
千
円
～
千
五
百
円
程
度
　
　
詳
細
未
定

◆
申
し
込
み
方
法

（予
定
）

五
月
下
旬
頃
　
各
市
町
村
の
国
体
係
に
往
復
葉
書
で
申
し
込
む

（座
席
の
希
望

も
記
入
）

↓
　
県
で
座
席
決
定

（希
望
者
が
多
い
場
合
は
抽
選
）
↓
　
市
町
村

か
ら
入
場
券
を
配
布

（入
場
料
を
市
町
村
国
体
係
に
支
払
う
）

◆
自
家
用
車
は
県
の
別
施
設
に
駐
車
し
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
で
会
場
ま
で
送
迎

（か
な
り
の
混
雑
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
極
力
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
）

地域や学校・園・スポーツ・文化行事などの楽しい話題や催しの情報・報告をお寄せください。 (広報たかもり)
(5)
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横町ラジオ体操親睦会

健康づくりの基本は体操からということで、本誌

平成 10年 8月号で紹介いたしました横町の音若い

6人のメンバーに県の体力つくり熊本県民会議から

表彰が行われました。

横町ラジオ体操親睦会という立派な名称での受賞

となり1月 25日 には水前寺共済会館で全員揃って

の壇上での表彰となりました。日頃自分たちの健康

管理の一つとして行っていることで表彰を受けたと

いうことでたいへん喜んでおられました。

今後も楽しく、仲良く続けてください。

新たな間伐補助制度ができました。

21世紀の財産作りを間伐で !

県と市町村があなたの山づくりをバックアップします。

ぜひこの機会にあなたの山づ くりにお役立てください。

詳しくは

高森町森林組合T[L2-0769ま たは、役場農林振興課 林業振興係TEL 2-1111(内 線 125)

●  ●

長
野
県
高
森
町
議
会

熊
本
県
高
森
町

（本
町
）
を
表
敬
訪
間

本
町
と
同
名
の
町
、
長
野
県
下
伊
那
郡
高
森
町
は
、
雄
大
な
南
ア
ル
プ
ス
と
中
央

ア
ル
プ
ス
に
日
ま
れ
、
そ
の
中
央
に
天
竜
川
が
流
れ
る
信
州
伊
那
谷
に
あ
り
ま
す
。

同
町
は
町
名
の
由
来
と
な
っ
た
本
高
森
山

（
一
人
八
九

ｍ
）
か
ら
東
に
広
か
る
扇

状
地
に
あ
り
、
上
段

・
中
段

・
下
段
に
分
け
ら
れ
る
段
丘
の
町
。
天
竜
川
で
の
カ
ヌ
ー

や
柿
、
桃
、
リ
ン
ゴ
、
梨
な
ど
果
実
の
里
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
先
般
、
「日

本
最
古
の
貨
幣
」
と
し
て
報
じ
ら
れ
た
銅
銭

「日
本
銭

（ふ
ほ
ん
せ
ん
）
」
と
同
様

の
古
銭
が
町
の
歴
史
民
俗
資
料
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
「ダ
ン
ベ
ル
体

操
」
に
よ
る
健
康
づ
く
り
推
進
の
町
と
し
て
も
有
名
と
な
り
ま
し
た
。

一
月
二
十
八
日
、
午
後
本
町
と
同

名
町
で
友
好
町
の
長
野
県
高
森
町
の

町
議
会
の
議
員
さ
ん
た
ち
が
表
敬
訪

た

問
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
二
年
に

一

訓
　
度
行
わ
れ
て
い
る
議
員
さ
ん
た
ち
の

■ら
　
自
主
企
画
に
よ
る
視
察
研
修
で
、
友

珊

好
町
で
あ
る
本
町
へ
の
表
敬
を
兼
ね

測

雲
仙
普
賢
岳
の
被
災
地
な
ど
を
視
察

芸

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
視
察
研
修
に

二非

は
、
特
別
参
加
と
し
て
吉
川
貢
町
長

触

も
同
行
さ
れ
、
今
村
町
長
や
後
藤
町

副

議
会
議
長
ら
と
懇
談
さ
れ
ま
し
た
。

り
　
　
本
町
と
長
野
県
高
森
町
は
日
本
に

瞬
　
二
つ
だ
け
の
同
名
町
で
あ
り
、
一
昨

ね
　
年
に
は
合
併
四
十
周
年
記
念
行
事
に

っ
　
役
場
や
議
会
、
農
業
団
体
等
の
各
代

引
　
表
が
互
い
に
特
産
品
等
を
展
示
販
売

哺
　
し
て
友
好
を
深
め
ま
し
た
。
ま
た
、

語

現
在
で
も
リ
ン
ゴ
部
会
の
相
互
交
流

県

な
ど
も
行
わ
れ
て
お
り
、
今
後
ま
す

副

ま
す
、
町
民
同
士
が
気
軽
に
交
流
が

で
き
る
よ
う
な
友
好
町
に
な
る
こ
と

を
祈
念
し
ま
す
。
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パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
講
座
に
は
、

四
名
の
認
定
農
業
者
の
方
が
十

一

月
十
日
か
ら
十
二
月

一
日
ま
で
に

四
回
、
よ
り
具
体
的
な
活
用
に
つ

い
て
パ
ソ
コ
ン
を
持
ち
寄
り
役
場

で
受
講
さ
れ
、
手
書
き
に
よ
る
農

業
簿
記
講
座
に
は
、
奥
さ
ん
方
を

中
心
に
八
組
の
認
定
農
業
者
が
、

一
月
十
二
日
か
ら
九
回
に
わ
た
り

草
部
た
ば
こ
育
苗
施
設
研
修
室
で

勉
強
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
利
用
に
よ
る

農
業
簿
記
は
も
う
当
た
り
前
の
時

代
と
な

っ
て
き
ま
し
た
が
、
基
礎

が
大
事
だ
と
い
う
こ
と
で
、
今
回

は
、
手
書
き
に
よ
る
講
座
も
開
設

さ
れ
た
も
の
で
す
。

「簿
記
は
難
し
い
、
ま
し
て
コ
ン

ピ

ュ
ー
タ
ー
利
用
に
よ
る
簿
記
は

と
ん
で
も
な
い
。
」
と
思

っ
て
は

い
ま
せ
ん
か
？
ま
ず
は
取
り
組
ん

で
み
る
姿
勢
を
持
つ
こ
と
が
大
切

で
す
。
記
帳
の
な
い
農
業
は
農
業
経
営

と
は
い
え
ま
せ
ん
。
今
後
も
す
べ

て
の
農
業
者
の
皆
さ
ん
が
、
農
業

経
営
に
正
面
か
ら
取
り
組
む
姿
勢

を
持
ち
、
農
業
者

の
意
欲
と
資
質

を
高
め
、
明
確
な
経
営
方
針
を
決

定
で
き
る
能
力
を
高
め
て
、
魅
力

あ
る
農
業
経
営
を
め
ざ
し
て
い
た

だ
き
た

い
も
の
で
す
。

本
年
度

の
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、

二
月
二
十
三
日
に
閉
講
し
ま
し
た

が
、
来
年
度
も
開
講
予
定
で
す

の

で
奮

っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●  ●

農
業
経
営
は
記
帳
か
ら

農
業
簿
記
講
座
開
講

町
で
は
、
わ
が
家
の
農
業
経
営
を
本
人
が
分
析
し
、
経
営

の
見
直
し
と
発
展
に
役
立
た
せ
よ
う
と
農
業
簿
記
セ
ミ
ナ
ー

を
平
成
六
年
度
か
ら
開
講
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
農
業
簿
記
講
座
と
、
手
書
き

に
よ
る
農
業
簿
記
講
座
の
ニ
コ
ー
ス
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大字中 (今村 )

児 玉 幸 之 助 さん

熊本県農業コンクールにおいて、新人王部門の

優賞を受賞されました。平成6年に就農し、それ
までの高冷地野菜と畜産の経営からリンゴ、ブド

ウの観光農園を主体とした農業を展開中です。実

践力、研究心ともに旺盛であり、先進的農家への

研修等積極的に取り組み、栽培技術の確立を進め

ています。

また、「やまびこフルーツランド」計画など夢と

希望に満ちた農村にいきる青年として、新しい地

域農業のリーダーとして活躍されています。

新たな間伐補助制度の概要

①間伐材流通促進対策事業 ①高齢級間伐実施支援事業
(公益的機能発揮森林整備促進支援事業 )

事業の採択要件

◆林齢が11年～35年生である。
◆ 1施行地の面積が0.lha以 上である。
◆既存の補助事業で採択されたもの。

◆間伐実施林と林道上の集材土場の距離が100m以
上である。

◆ 1施行地の出荷材積が3立方メートル以上である。

◆森林組合へ間伐材の出荷を委託する。

事業の採択要件

◆林齢が36年～55年生である。
◆ 1施行地の面積がO.lha以 上である。
◆間伐率が10%以上～50%未満である。
◆伐採木の80%以上の搬出集積を行う。
◆森林所有者と市町村が伐採年齢を10年以上延長す
る旨の協定を締結する。

◆森林組合等へ間伐を委託する。

助成額

◆ 1立方メー トル当たり4,600円 以内。
(市町村によつて異なります。)

助成額

◆ lha当 たり80,000円 程度。
(市町村によつて異なります。)

(15)

熱心に研修する受講生  (2月 18日 )
(6)

体力つくり優良団体表彰
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高
轟
削
羅
置
だ
よ
り

改
正
風
営
適
正
化
法

近
年
の
風
俗
環
境
の
変
化
に
は

著
し
い
も
の
が
あ
り
、
特
に
最
近

で
は
、
国
際
化
の
進
展
に
伴
い
外

国
人
女
性
が
関
与
す
る
売
春
事
犯

等
が
増
加
し
て
い
る
ほ
か
、
携
帯

電
話
や
パ
ソ
コ
ン
等

の
普
及
に

伴

っ
て
無
店
舗
型
の
性
を
売
り
物

と
す
る
営
業
が
増
加
し
、
い
わ
ゆ

る
ピ
ン
ク
ビ
ラ
、
ピ
ン
ク
チ
ラ
シ

が

一
般
家
庭
に
投
げ
込
ま
れ
る
な

ど
、
性
風
俗
に
関
す
る
秩
序
が
大

き
く
乱
れ
て
い
ま
す
。

他
方
、
風
俗
営
業
に
対
す
る
規

制
に
つ
い
て
は
、
風
俗
営
業
の
実

態
や
県
民
の
意
識
の
変
化
等
に
対

応
し
て
、
規
制
の
緩
和
や
合
理
化

が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
に
対
処
す
る

た
め
、
今
回
、
風
俗
営
業
に
対
す

る
規
制
の
緩
和
、
営
業
に
関
し
て

行
わ
れ
る
売
春
事
犯
の
防
止
、
性

風
俗
特
殊
営
業
に
対
す
る
規
制
の

強
化
等
を
重
点
と
し
て
風
営
適
正

化
法
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

改
正
の
ポ
イ
ン
ト
は
下
表
の
と

お
り
で
す
。

高
森
警
察
署
　
■
２

・
０
１
１
０

4月 17日 (土 )
高森中学校 体育館

午後 5時半開場  午後 6時開演

*高森町内の小・中学校から約90名の子どもたちがAET(英 語指導助手)のケニー
先生の指導のもと熱心に練習を積み重ね頑張つています。 ぜひ、ご覧下さい。

〈風俗営業〉
(通正に営まれれば国民に憩いを与える営業)

〈性風俗特殊営業〉
(いわゆるセツクス関連営業で、厳しく制限すべきもの)

〈飲食店営業〉

◆通訳ポランティア募集

教育委員会では通訳ボランティアを探しています。

少しでも英語ができ、興味のある方、あなたの実力を

試してみませんか ?

期間 :春休み期間中  (午後 1時から5時まで)
4月 12日～ 17日 (午後 5時から9時 まで)

今回は子ども英語劇の外国人スタッフの補助をし

ていただくものです。時間も都合のよい時間で結構

です。詳しくは教育委員会まで。

TEL2-1111(内線 169)

●  ●
一昨年の公演の様子

徹象畿職祓祠鰊1麒嶽颯

車
両
は
―

☆

「だ
ろ
う
運
転
」
は
、

落
と
し
穴

＊
い
つ
も
車
や
人
が
こ
な
い
と
こ

ろ
だ
か
ら

一
時
停
止
を
し
な
く
て

も
大
丈
夫
だ
ろ
う

（慣
れ
）

＊
自
分
の
運
転
技
術
な
ら
少
々
の

危
険
は
避
け
ら
れ
る
だ
ろ
う

（お

ご
り
）

＊
自
分
の
優
先
権
が
あ
る
か
ら
相

手
の
方
が
待

っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う

（優
先
意
識
）

な
ど
と
い
っ
た
甘
い
考
え
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？

☆
人
命
の
尊
さ
を
確
認
し
よ
う

交
通
事
故
は
、
被
害
者
と
そ
の

家
族
だ
け
で
な
く
事
故
を
起
こ
し

た
運
転
者
自
身
、
そ
の
家
族
も
不

幸
に
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
忘

れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

道
路
を
通
行
す
る
人
み
ん
な
が

自
分
の
家
族
だ
と
い
う
温
か
い
気

持
ち
で
運
転
し
て
く
だ
さ
い
。 交

通
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す

運
転
者
や
歩
行
者
は
こ
ん
な
点

に
注
意
し
ま
し
よ
う
！

歩
行
者
は
―

☆
周
囲
に
気
づ
い
て
も
ら
う
工

夫
が
大
切

＊
夜
は
で
き
る
だ
け
黒

っ
ぽ
い
服

装
は
避
け
、
明

る
い
服
装

で
出

か
け
、
反
射
材

用
品
を
身

に
つ

け
る
よ
う

に
し

ま
し
ょ
う
。
横

断
す
る
際
も
で

き
る
だ
け
明
る

い
場
所
を
渡
り
ま
し
ょ
う
。

＊
道
路

で

は
必
ず
右

側
通
行
を

し
て
、車
か

ら

も

し

っ

か

り

あ

な

た

を

確

認

で
き

る
よ

う

に
し

ま

しヽ
よ

つヽ
。

●  ●

愛の共同募金

皆様の善意

2り 057ヮ 795円
昨年 10月 1日 から12月 31日 まで皆さまにご協力

いただきました、平成 10年度赤い羽根の共同募金は

おかげさまを持ちまして2,057,795円 の善意をいた

だきました。

皆さまからいただきましたご芳志は県の共同募金

会を通し、町の福祉事業、老人ホームなどの施設事業

に役立たせていただきます。

また、平成9年度よりご協力いただいております、町

内の法人企業の皆さまには、今年度も景気低迷が続

く中にも関わりませず赤い羽根の共同募金にご協力

いただき重ねてお礼申し上げます。今後ともご協力

をよろしくお願いします。

また、期間中共同募金活動に御協力いただきまし

た婦人会や高森高校や町立中学のボランティアの皆

様に厚く御礼申し上げます。

参加した皆さんは、大きな声で募金協力を呼びか

け、快く募金いただいた方への感謝の心ゃ募金活動

の大変さと楽しさも体験されたようです。

笑つて 笑つて 健康
万年青会 (天神 コ上町老人会)落語で学ぶ

2月 17日 、上町集会所に笑いが飛び交っていまし

た。天神・上町の老人会万年青会が落語家芸歴 45年

の大ベテラン柳亭久楽師匠を迎えての講座です。

芸能から歴史あるいは政治の裏話など幅広いユー

モアを交えた快調な話しぶ りに、参加された会員た

ちは「ワッハッハ、ワッハッハ」と大きな声で笑いな

がらも勉強になると熱心に耳を傾けていました。久

楽師匠は1973年には芸術祭演芸部門で文部大臣優秀

賞を受賞されたとあり、笑いの中にも充分に勉強す

る点があったようです。人生「気」が大事といわれて

いました。「気」とは「元気」「天気」「空気」「人気」

です。

今後も健康を保つため大いに笑いましょう。″

■口朦

改正風営適正化法の概要

接待飲食等営業 遊技場営業 店舗型性風俗特殊営業 酒類提供飲食店営業

ダ
ン
ス
ホ
ー
ル

ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ

料
理
店
・ク
ラ
ブ

キ
ヤ
パ
レ
ー

ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル

↓
除
外

ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

ぱ
ち
ん
こ
屋

ま
あ
じ
や
ん
屋

個
室
型
フ
ア
ッ

シ
ョ
ン
人

ル
ス

ア
グ
ル
ト
シ
ョ
ツ
プ

ラ
ブ
ホ
テ
ル

個
室
ビ
デ
オ

ス
ト
リ
ッ
プ
劇
場

ソ
ー
プ

ラ
ン
ド

パ
ー

ス

ナ

ツ
ク
等

届出制

厳しい営業禁止区域・地域の指定

営業時間の制限

広告菫伝の規制→強化

(ビンクビラ・チラシ対策 )

客引きの禁止

年少者の従業の制限

年少者の立入制限

接害従業者への売番強要の防止

接害業務受託営業

(コ ンパニオン派遣業等)

接害従業者への売春強要の

防止

22時以降の
・年少者の従業制限

許可制 (人的基準、構造設備の基準 )

営葉地鐵の制限→錮和

営業時間の規制→組和

騒音振動の規制

広告宣伝の規制

客引きの禁止

年少者の従業の制限

年少者の立入制限

優良な営業者の認定制度の新般
→一定の規制銀和

接害従業者への売春強要の防止

受託接客従業者への売春強要の防止
・受託接客業者への高額な借金背負わせの禁止
・受託接害従業者の旅券取り上げ等の禁止

無店鏑型

性風俗特殊営業

映像送信型

性風俗特殊営業

派

遣

型

フ

ア

ツ
シ

ヨ
ン

・
ヘ
ル

ス

ア
ダ

ル
ト
ビ

デ
オ

等
通
信
販
売

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト

等
利
用
の
ア
グ
ル

ト
画
像
送
信
営
業

届出制

広告菫伝の規制

(ピンクビラ・チラシ対策 )

年少者を害とすることの禁止

年少者の従業制限

接害従業者への売

春強要の防止

害の年齢確認等

(7) (14)

子ども英語劇「 雲姫」開演のお知らせ

____二 二鐵
「
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磯
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年少者の立入禁止

(その他深夜営業につき届

出制等の規制 )

交通
Traffic

吻 義
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日
は

あ
い
さ
つ
が
遅
れ
ま
し
た
が
、

本
会
は
熊
本
市
及
び
そ
の
周
辺
に

居
住
す
る
高
森
町
出
身
者
で
組
織

す
る
会
で
、
現
在
八
百
八
十
余
名

の
会
員
か
ら
な

っ
て
い
ま
す
。

本
会
は
、
町
当
局
の
ご
支
援
に

よ
り
平
成
二
年

に
発
足
し
ま
し

た
。
初
代
会
長
は
色
見
出
身
の
後

藤
包
先
生
で
す
。

さ
て
、
本
会
の
目
的
で
す
が
、

会
則
第
二
条
で
は
、
会
員
相
互
の

親
睦
と
福
祉
増
進
を
図
り
、
併
せ

て
郷
上
高
森
町
の
発
展
に
貢
献
す

る
と
あ
り
ま
す
。

で
は
、
具
体
的
に
は
ど
ん
な
事

業
を
し
て
い
る
か
と
い
い
ま
す
と

一
、
毎
年
鶴
屋
で
町
当
局
幹
部
、

町
各
種
団
体
代
表
の
方
々
を
ご
来

賓
に
お
迎
え
し
、
百
五
十
人
ほ
ど

の
参
加
で
総
会
及
び
親
睦
会
を
開

催
。
二
、
毎
月
発
行
の

「広
報
た
か
も

り
」
百
五
十
部
を
会
員

へ
配
布

三
、
在
熊
阿
蘇
郡
人
会
の

一
員
と

し
て
、
①
毎
年
市
内
下
通
リ
ア
ー

ケ
ー
ド
街
に
お
け
る

「町
興
し
村

興
し
阿
蘇
郡
農
業
祭
」
に
参
加
。

②
婦
人
部
は
り
ん
ど
う
会
を
、
青

年
経
営
者
は
あ
す
な
ろ
会
を
そ
れ

ぞ
れ
組
織
し
、
交
流
会
や
各
種
活

動
を
実
施
。

四
、
高
森
町
の

「句
碑
の
森
公
園
」

に
桜
苗
木
を
植
樹
。

五
、
会
員
名
簿
の
発
行
。

六
、
平
成
五
年

の

「分
水
嶺
サ

ミ
ッ
ト
」
を
は
じ
め

「風
鎮
祭
」
や

駅
前
で
行
わ
れ
る

「新
酒
と
ふ
る

さ
と
の
味
ま
つ
り
」
、
「夏
祭
り
」
、

「初
市
」
、
「高
森
線
開
通
七
十
周

年
記
念
行
事
」
等
に
参
加
。
他
方

会
員
は
高
森
温
泉
館
等
の
利
用
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

七
、
本
会
総
会
で
は
、
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
に

「風
鎮
太
鼓
」
や

「高

森
に
わ
か
」
、
土
曜
会
の
絵
画
展

示
会
等
も
行

っ
て
い
ま
す
。

八
、
折
に
ふ
れ
高
森
町
の
寒
冷
地

野
菜
、
特
産
品
即
売
会
及
び
町
の

Ｐ
Ｒ
活
動
。

等
々
、
ほ
か
会
員
に
は
市
内
で

事
業
を
興
し
或
い
は
、
専
門
的
に

豊
富
な
経
験
な
り
、
人
脈
の
あ
る

人
も
い
ま
す
の
で
、
郷
土
出
身
者

の
た
め
そ
れ
な
り
に
相
談
に
応
じ

十
二
月
二
十
五
日

（金
）
午
後
五

時
、
色
見
小
学
校

（賞
千
鶴
子
校

長
）
の
児
童
お
よ
そ
四
十
名
が
色

見
地
区
の
夜
回
り
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
子
育
て
支
援
事
業
の

一

貫
と
し
て
、
地
元
消
防
団

（九
分

団
・住
吉
栄
男
分
団
長
）
の
協
力
に

よ
り
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

色
見
の
各
地
区
に
分
か
れ
た
小

学
生
が
消
防
団
員
に
教
わ
り
な
が

ら
、
拍
子
本
を
カ
チ
カ
チ
た
た
い

て
「火
の
用
心
、
マ
ッ
チ

一
本
火
事

の
も
と
」
と
元
気
よ
く
火
の
元
の

注
意
を
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

応
対
に
出
た
地
区
の
人
た
ち
は
、

小
学
生
の
「火
の
用
心
」
の
声
に
気

持
ち
を
あ
ら
た
に
気
を
引
き
締
め

て
い
ま
し
た
。

る
体
制
に
あ
り
ま
す
。

以
上
本
会
の
活
動
を
紹
介
し
ま

し
た
が
、
人
は
血
縁
同
様
地
縁
を

大
事
に
し
ま
す
。
雄
大
な
根
子
岳

等
美
し
い
山
河
、
素
晴
ら
し
き
古

き
友
、
隣
人
、
私
た
ち
は
そ
の
郷

上
を
想

い
日
々
励
ん
で
お
り
ま

す
。
そ
の
想

い
が
本
会
設
立
と

な

っ
た
も
の
で
す
。

投
稿
者
の
自
己
紹
介
が
遅
れ
ま

し
た
が
、
私
は
横
町
出
身
で
昭
和

六
十
年
か
ら
平
成
元
年
ま
で
色
見

の
高
森
寮
の
寮
長
と
し
て
熊
本
か

ら
通
い
、
皆
様
に
は
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
昨
年
九
月
、
後

藤
会
長
が
高
齢
の
理
由
で
辞
任
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
残
任
期
間

の
六
月
総
会
ま
で
の
暫
定
的
会
長

に
就
任
し
ま
し
た
。

こ
こ
に
本
会
を
紹
介
し
こ
の
機

会
に
町
民
の
皆
様
の
在
熊
の
御
子

弟
等
の
本
会
に
加
入
を
勧
め
て
下

さ
る
よ
う
改
め
て
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
本
年
は
、
町
は
国
体
開
催
地
と

し
て
選
手
役
員
等
千
余
名
を
迎
え

ま
す
。
そ
の
成
功
と
町
の
益
々
の

発
展
を
祈
念
し
ま
す
。

在
熊
高
森
会
会
長
　
古
本
幸
夫

小
学
生
が
夜
回
り
で

「人
の
用
心
」
を
呼
び
か
け
る

在
熊
高
森
会
で
す

消防団員からの注意事項を熱心に聞く児童たち

大きな声で 「人の用心」

●  ●

●  ●

平成 10年に発生した町村別火災件数

☆建物の焼損程度
「全焼」とは建物の焼き損害額が火災前の建物の評価額

の70%以上のもの又はこれ未満であっても残存部分に補
修を加えて再使用できないものをいう。

「半焼」とは建物の焼き損害額が火災前の建物の評価額

の20%以上のもので全焼に該当しないものをいう。
「部分焼」とは建物の焼き損害額が火災前の建物の評価

額の 10%以上20%未満のものをいう。
「ぼや」とは建物の焼き損害額が火災前の建物の評価額

の10%未満であり焼損面積が1ボ未満のもの、建物の焼き
損害額が火災前の評価額の10%未満であり、焼損表面積が

l nf未満のもの、又は収容物のみ焼損したものをいう。

☆世帯のり災程度
「全損」とは建物 (収容物を含

む)の火災損害額がり災前の評
価額の70%以上のものをいう。
「半損」とは建物 (収容物を含

む)の火災損害額がり災前の評
価額の 20%以上で全損に該当
しないものをいう。

「小損」とは建物 (収容物を含

む)の火災損害額がり災前の評
価額の20%未満のものをいう。

毎年下通で行われている 「阿蘇郡農業祭」   昨年の総会の様子句碑の森公園植樹祭

》露動中

毎
週
水
曜
日
十
半
時
か
ら
お
昼
ま
で

高
森
町
中
央
公
民
館

（昭
和
）

※
時
間

・
場
所
が
変
更
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

お
た
ず
ね
は
保
健
衛
生
係
ま
で

ど
う
ぞ
。

元
気
い
っ
ぱ
～
い
―

風
ま
る
キ
ッ
ズ
通
信
　
発
行
中

昨
年
七
月
か
ら
風
ま
る
キ
ッ
ズ

で
は
毎
月

一
回
機
関
誌
を
発
行
し

て
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
の
お
父
さ

ん

（御
主
人
）
紹
介
や
ひ
と
り

一

言
コ
ー
ナ
ー
、
定
例
会
の
予
定
や

報
告
、
又
、
子
ど
も
の
病
気
の
予

防
法
や
保
育
園

・
幼
稚
園
な
ど
の

情
報
等
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
楽

し
い
子
育
て
に
な
る
よ
う
様
々
な

こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま

ず
は
機
関
誌
を
読
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。
保
健
衛
生
係
に
あ
り
ま
す
。

☆火災の定義
「火災」とは、人の意図に反

して発生 し若しくは拡大し、

又は、放火により発生して消

火の必要がある燃焼現象で

あって、これを消火するため

に消火施設又はこれと同程度

の効果のあるものの利用を必

要とするもの、又は人の意図

に反して発生し若しくは拡大

した爆発現象をいう。

区分

損 棟 数

計

建

物

火

災

林

野

火

災

車

両

火

災

そ
の
他
火
災

一九 類  焼 建
物
床

（耐
）

林
　
野
（
ａ
）

全

　

焼

半

　

焼

部

分
焼

ぼ

　

や

全

　

焼

半

　

焼

部

分

焼

ぼ

　

や

一の富町 （０
う
０ 4 ２

一
783 10

阿 蘇 町 13 う
０

つ
」

０^ 4 17 ９

」 556

南小国町 4 う
０ 4 301 30

小 国 町 4 4 4 183

産 山 村
（
∠ 211

波 野 村 4 （
０ 259 24

陽 町 4 93 12

森 町
ｒ
Э

う
０

う
０

９

」 391 （０ 17
Ｒ

）

う
０ 1,187 （

０

〔野村

83 56

`〕

   言十 43 23 10 う
０

７

′ 28 Ｑ

）

ｒ
Э （

／
」

，

」 3,508 74 642
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子育ての悩み、話し合いしましよう

一■
扮
・・

=
/″ ′
‐

ヽ

‘
“
一●
一

，

′
１
１
・
ヽ
ロ
ー

ー

雛

響

ダ

）
ヽ

藝 響ゝ

√

¬

消防なんでも

ヽ

蜆
一顆
一鰈

園
固
岡
田
圏
圏
回

市町村別

火 災 件 数

計

建
物
表
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）
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長 陽 村
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★男女不問

①タクシー乗務員・。10名。30～ 65歳

②受付事務…・・・・・・3名。18～ 30歳

③店員・・・・・・・・・・・・2名・20～ 35歳

★男子

C)食肉、鮮魚加工員・・2名・20～45歳

②施設管理(パート)。 3名。20～60歳

③管工事、技術者・・・・1名。25～ 50歳

④製材工員。̈・・・・・1名・30～55歳

⑤ホテル支配人・・・・1名。40～ 50歳

⑥営業員・・・・・・・・・・1名。25～35歳

★女子

①縫製工・・・・・・…・3名。15～ 50歳

②食肉、鮮魚加工・。2名。20～45歳

③准看護婦・・・・・・・・3名。17～55歳

④清掃員・・・・・・・・・・・1名・30～55歳

⑤歯科衛生士・・・・・・1名・55歳以下

150,000～ 350,000円

135,800～ 184,500円

120,000～ 140,000円

168,960円

800～ 1,000円 /時給
230,000～ 340,000円

150,000～ 200,000円

250,000～ 300,000円

190,000～ 310,000円

104,000～ 110,000円

134,400円

150,000～ 190,000円

105,600円

149,500～ 175,500円

求人案内(南阿蘇地区)(平成11年 2月 12日現在)
自衛官募集相談員に

栗焼さん、瀬丼さん

自衛官募集相談員に栗焼ケサユさん (水

上)と 瀬井公吉郎さん (森)が自衛隊熊本
地方連絡部長より委嘱を受けました。

募集相談員は自衛官志望者に情報の提供

や相談を行います。

お気軽にご相談下さい。

■栗焼ケサユさん

高森町大字野尻 1803番 地
ⅢL 5-0574

■瀬井公吉郎さん

高森町大字高森 717番 地の4
TEL 2-2749

自衛隊父兄会の長崎研修

●  ●

刻
々
と
迫
る
高
齢
化
社
会

安
心
の
老
後
を
送
る
た
め
に

介

護

保

険

平
成
十
二
年
四
月
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
介
護
保
険
制
度
。

Ｑ
＆
Ａ
で
具
体
的
に
紹
介
し
て

い
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
Ｑ
＆
Ａ
パ
ー
ト
３

Ｑ保
険
料
は
い
く
ら
に
な
る
の
で
し
よ

う
ふ″
つ
・

Ａ◆
介
護
保
険
が
始
ま
る
平
成
十
二
年
度

で
は
、介
護
に
か
か
る
費
用
の
総
額
は

約
四
。二
兆
円
。
そ
の
う
ち
利
用
者
負
担

を
除
く
約
三
・七
兆
円
の
半
分
は
税
金

等
の
公
費
で
負
担
し
、残
り
半
分
を
保

険
料
で
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

保
険
料
で
負
担
す
べ
き
約

一
・八
兆

円
を
四
十
歳
以
上
の
人
口
（約
六
千
五

百
万
人
）
で
割
る
と
、
一
人
当
た
り
の
負

担
は
、月
額
約
二
千
五
百
円
程
度
に
な

り
ま
す
。
こ
れ
が
平
均
的
な
負
担
額
の

目
安
と
な
り
ま
す
。

被
保
険
者
ご
と
の
保
険
料
は
次
の
と

お
り
で
す
。

◆
六
十
五
歳
以
上
の
方

（第

一
号
被
保
険
者
）

市
町
村
が
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
見
合

っ

た
保
険
料
を
設
定
し
ま
す
。

保
険
料
は
所
得
に
応
じ
て
五
段
階
に

分
か
れ
ま
す
が
、仮
に
二
千
五
百
円
を

基
準
と
す
る
と
千
二
百
五
十
円
か
ら
三

千
七
百
五
十
円
ま
で
の
五
区
分
と
な
り

ま
す
。

◆
四
十
歳
か
ら
六
十
四
歳
ま
で
の
方

（第
二
号
被
保
険
者
）

健
康
保
険
等
の
加
入
者

保
険
料
は
月
収
に
定
率
を
か
け
た
金

額
と
な
る
が
、
事
業
者
が
そ
の
半
分
を

負
担
し
ま
す
。
組
合
健
保
の
場
合
で
月

額
千
七
百
円
、
政
府
管
掌
健
保
の
場
合

で
千
三
百
円
が
目
安
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
な
お
、専
業
主
婦
の
場
合
な
ど
四
十

歳
以
上
の
被
扶
養
者
に
は
、直
接
の
保

険
料
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

国
民
健
康
保
険
加
入
者

保
険
料
は
所
得
や
資
産
な
ど
に
応
じ

て
設
定
さ
れ
ま
す
。
保
険
料
の
半
額
は

国
庫
負
担
が
あ
り
ま
す
の
で
実
際
に
支

払
う
の
は
半
分
と
な
り
ま
す
。

保
険
料
の
目
安
と
し
て
は
、
月
額
千

三
百
円
程
度
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

（金
額
は
国
の
試
算
額
で
す
。）

お
問
い
合
わ
せ
は
、

町
民
福
祉
課
　
福
祉
係

■
２
・１
１
１
１
（内
線
１
３
１
）

基準額×

食事で差がつくからだづくり

◆弱いあなたを目邪がねらう

疲れている時。睡眠不足の時。忙しくて食事がいい加減の時。

こんなときに風邪を引きやすいと思いませんか ?

体の抵抗力が弱まると風邪を引きやすくなります。暖房のきい

た、人が大勢いる部屋も要注意。空気が乾燥しているのでウイル

スが繁殖しやすく、粘膜の抵抗も弱まつているので、風邪につな

がることが多いのです。

食事のバランスに気をつけて、鼻やのどが乾燥しないように湿

度を調節したり、うがいを励行しましょう。ちょつとした心がけ

でかなり効果があります。

●ひいてしまつたら・・・

*水分をとる一熱で汗をかいた分の補充に、水分をとりましよ

う。のどや鼻の乾燥を防ぎます。水の代わりに果

物や野菜ジュースをとれば、ビタミン摂取にも

効果的。

*体を温める一温かい料理で汗をかき、熱を下げましよう。食欲

がないときはしようが湯やネギのみそ汁、ホッ

トココア、くず湯、おかゆなどで。

*のどごしのよいものを食べる
―のどの痛いとき、せきが出るときは、粘膜が荒れ

ています。味が濃いもの (辛み、塩分、酸味のあ

るもの)、 熱いもの堅いものは控えましよう。ポ

タージユや茶碗蒸し、プリン、ゼリーなど、なめ

らかで刺激のないものをおすすめします。

鶏のさつぱり煮

～酢には食材のカルシウムを

引き出す働きがあります～

□材料 (4人前)

鶏手羽先 16本、
ゆで卵4個、酢 1

カップ、しょうゆ

1カ ップ、水告
カップ、砂糖大さ

じ 6、 しょうが

20g、 ニンニク
2かけ、ブロッコ

リー 1株

―人分の崇螢領

・エネルギー320ち ,里

・カルシウム 102m9

□作り方

①鶏の手羽先は水気をよく拭く。

②しょうがは皮をつけたまま薄切り、ニンニ

クは包丁の腹で軽くつぶす。

③鍋に酢。しょうゆ・水・砂糖・②を入れ、沸

騰させる。

④①と殻をむいたゆで卵を入れ、ふたをし

て、弱火で 20分程煮る。途中で時々ひっく

り返す。

⑤色よくゆでたブロッコリーを添えてできあ

力Sり 。

※掲載内容はほんの一部です。このほかにも求人はあります。

お問い合わせは早めに

阿蘇公共職業安定所 IL 0967-22-0040 紹介係ヘ

お問い合わせ時に、求人が取り消される場合もありますのでご了

承下さい。

●  ●皆さんのガンバリ 応援してください

県下の障害者の皆さんがスポーツを通じて心

身の発達と健康づくり、そして自立と社会参加

を進めるために頑張ります。皆様の応援をお願

いします。

第 3回九州バラリンピック

陸上競技選手権大会

◆日  時 4月 10日 (土)～ 11日 (日 )
午前 9時～午後 4時

◆会  場 熊本県民総合運動公園
陸上競技場

◆問い合わせ 熊本県障害者スポーツ・文化協会

TEL 096-383-6553

臥X096-383-6554

(9) (12)
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大韓民国・中華人民共和国への派遣研修 団員募集
ヤングネットワーク ウイング九州'99
国際的視野を広め、郷上の姿を正しく理解して地域や職場、学校

でリァダ■となる青年を育成するために海外派遣研修を行います。

◆参|‐ml対 象 県内に居住する20歳以上 30歳未満の男女 ‐
■|■■■.  (平成 11年 4月 1日現在)
◆募1集1期1間 4月 1日 (木 )～ 4月 30日 (金)     .
●面人員轟金1731000円
●Ⅲ●■
=1甲
21日 (土)～ 8月 29日 (日 )

◆問い合わせ・応募先  熊本県 県民生活総室 青少年係
TEL 096-383-1111(内 線 7409)

熊本県少年友好の翼 (沖縄 )団 員募集
◆参加対 象 県内に居住する小学 5,6年生 中学生
◆募 集期 間 4月 12日 (月 )‐ 5月 ■日●(金 )
◆個人負担金 45,000円    ‐‐■■■■|
◆研 修期 間 7月 26日 (月 )・■171月1301日 (金 )
◆問い合わせ 熊本県 県民生活総室|●TEL 096-383-1111
◆応 募 先 高森町教育委員会 TEL211 1 1 1(内線 169)



◆
Ｑ
　
五
十
代
自
営
業
の
も
の
で
す
。
今
ま
で
、
ま
じ
め
に
保
険
料
を
納

め
た
の
に
、
将
来
、
年
金
は
支
給
さ
れ
る
か
と
不
安
で
す
。

◆
Ａ
　
国
民
年
金
な
ど
の
公
的
年
金

加
入
者
は
、
約
七
千
万
人
、
受
給
者

は
延
べ
三
千
四
百
万
人
、
年
金
額
は

三
十
二
兆
円
に
達
し
て
い
ま
す
。

（平
成
九
年
三
月
末
）

こ
の
大
規
模
な
公
的
年
金
制
度

は
、
国
民
の
生
活
の
基
盤
と
し
て
国

が
責
任
を
持

っ
て
運
営
し
て
い
ま

す
。
制
度
が
崩
壊
し
て
し
ま
う
よ
う

な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

所
得
税
の
確
定
申
告
が

間
違
っ
て
い
た
と
き
は
？

所
得
税

の
確
定
申
告

に
誤
り
が

あ

っ
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
次
の
手
続

き
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

●
申
告
を
し
た
税
額
が
少
な
か

っ
た

り
、
還
付
金
額
が
多
す
ぎ
た
と
き

「修
正
申
告
」
を
行

っ
て
く
だ
さ

QC

＾
い

と
い
い
ま
す
。
）

な
お
、
記
帳
制
度
適
用
者
に
対
し

て
は
、
税
務
署
で
も
帳
簿
の
記
帳
方

法
等
の
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

毎
日
の
取
引
を
正
し
く
記
帳
し
、

保
存
し
て
お
け
ば
、
所
得
を
容
易
に

計
算
で
き
、
ま
た
、
経
営
内
容
も
正
確

に
把
握
で
き
る
の
で
、
事
業
の
発
展

に
き

っ
と
役
立

つ
も

の
と
な

る
で

Ｌ
）よ
つヽ
。

記
帳
制
度
や
確
定
申
告

に
関
す
る

こ
と
な
ど
お
分
か
り
に
く

い
点
が
あ

り
ま
し
た
ら
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ

さ

い
。阿

蘇

税

務

署

Ⅲ
０
９
６
７

・
２
２

・
０
５
５
１

納
税
組
合
長
会
議
開
催

一
月
二
十
六
日
と
二
月
二
日
、
各

地
区
で
納
税
組
合
長
会
議
を
行

い

ま
し
た
。
各
地
区
の
納
税
組
合
で
は

組
合
長
さ
ん
を
中
心
に
各
町
税
の

納
付
書
の
配
布
に
よ
り
、
税
金
を
と

り
ま
と
め
て
い
た
だ
き
、
役
場

へ
の

一
括
納
入
に
ご
協
力
を

い
た
だ

い

て
い
ま
す
。

今
後
と
も
各
税
ご
と
の
納
期
に

よ
り
、
各
組
合
員
の
皆
様
も
納
入
促

進
に
つ
い
て
よ
ろ
し
く
お
願

い
致

し
ま
す
。

税
務
課

・
町
民
税
係

ＴＥＬ
２
・
１
１
１
１

（内
線
１
３
８
）

◆
Ｑ
　
子
ど
も
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
今
、
将
来
、
本
当
に
年
金
が
も
ら

え
る
の
か
、　
一
番
心
配
し
て
い
ま
す
。

◆
Ａ
　
心
配
さ
れ
て
い
る
少
子
高
齢
化
社
会
で
も
充
分
に
対
応
で
き
、
給

付

（年
金
）
と
負
担

（保
険
料
）
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
制
度
と
な
る
よ

う
、
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
保
険
料
を
き
ち
ん
と
納
め
た
の
に
老
齢
基
礎
年
金
が
受
け

取
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
町
民
福
祉
課
　
国
民
年
金
担
当

ＴＥＬ
２

・
１
１
１
１

（内
線
１
３
２
）
ま
で

自
色
申
告
者
の
記
帳
制
度

事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
又
は
山

林
所
得
の
あ
る
自
色
申
告
者
で
、
平

成
八
年
分
又
は
平
成
九
年
分
の
こ
れ

ら
の
所
得
の
合
計
額
が
三
百
万
円
を

越
え
る
方
は
、
帳
簿
を
備
え
付
け
て

記
帳
し
、
か
つ
、
当
該
帳
簿
を
保
存
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な

っ
て

い
ま
す
。
（こ
の
こ
と
を

「記
帳
制
度
」

税0
破XI‖間驚絹肝10‖
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犬
を
飼
育
さ
れ
て

い
る
方
ヘ

犬
を
飼
育
さ
れ
て
い
る
方
は
、

次
の
項
目
に
注
意
さ
れ
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

■
登
録
及
び
狂
犬
病
予
防
注
射
を

受
け
さ
せ
ま
し
よ
う

生
後
九
十

一
日
以
上
の
大
は
登

録

（生
涯

一
回
）
と
狂
犬
病
予
防

注
射

（毎
年

一
回
）
が
法
律
で
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
登
録
犬

に
配
布
す
る
鑑
札
は
必
ず
首
輪
に

付
け
て
下
さ
い
。
迷
子
犬
に
な

っ

た
場
合
に
身
元
を
証
明
す
る
役
目

を
果
た
し
ま
す
。
ま
た
、
狂
犬
病

予
防
注
射
は
狂
大
病
の
感
染
を
予

防
す
る
目
的
が
あ
り
ま
す
。
狂
犬

病
は
す
べ
て
の
※
温
血
動
物

（定

温
動
物
）
特
に
哺
乳
類

（人
間
を

含
む
）

に
感
染
す

る
病
気

で
、

い
っ
た
ん
感
染
す
る
と
そ
の
治
療

は
難
し
く
、
発
病
し
て
し
ま
う
と

百
％
死
亡
す
る
恐
ろ
し
い
病
気
で

す
。
感
染
は
動
物
の
唾
液
か
ら
が

多
く
そ
の
代
表
と
し
て
犬
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。
日
本
で
は
、
狂
大
病

予
防
法

（昭
和
二
十
五
年
八
月
二

十
六
日
施
行
）
が
制
定
さ
れ
て
以

来
発
生
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
外
国

で
は
い
ま
だ
に
狂
犬
病
の
発
生
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
今

の

ペ
ッ
ト
ブ
ー
ム
の
中
、
外
国
か
ら

輸
入
さ
れ
る
動
物
も
多
く
、
い
つ

狂
犬
病
ウ
イ
ル
ス
が
持
ち
込
ま
れ

て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
で
す
。

国
内
で
狂
犬
病
を
発
生
さ
せ
な
い

た
め
に
も
、
犬
の
狂
犬
病
予
防
注

射
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

今
年
の
登
録
及
び
狂
大
病
予
防

注
射
は
五
月
と
十

一
月
に
予
定
し

て
い
ま
す
。

■
犬
の
放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
よ

う
犬
の
放
し
飼

い
は
人
に
迷
惑
を

か
け
ま
す
の
で
絶
対
に
や
め
て
下

さ
い
。
放
し
飼

い
の
大
が
人

に
咬

み
つ
く
な
ど
の
迷
惑
を
か
け
ま
す

と
、
保
健
所
、
ま
た
は
役
場
で
保

護
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
役
場

で
も
年
間
に
数
十
頭
の
飼

い
犬
ら

し
き
犬
を
保
護

し

て
お
り
ま
す

が
、
鑑
札
を
付
け
て
い
な
い
た
め
　

の

に
飼

い
主
が
わ
か
ら
な

い
、
と
　

は

い
っ
た
ケ
ー
ス
が
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
保
護
さ
れ
た
犬
は
お
よ
そ

一
週
間
保
健
所
で
拘
束
さ
れ
、
飼

い
主
が
わ
か
ら
な
い
場
合
は
処
分

さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

■
責
任
を
持
っ
て
飼
育
し
ま
し
よ

いつ
犬
は
お
も
ち

ゃ
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

一
つ
の
命
を
持

っ
た
生
き
物

で
す
。
家
族
の

一
員
と
し
て
長

い

間
愛
情
と
責
任
を
も

っ
て
愛
犬
を

育
て
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
は

・
・
・

町
民
福
祉
課
　
保
健
衛
生
係

ＴＥＬ
２

・
１
１
１
１

（内
線
１
２
７
）

阿
蘇
保
健
所

ＴＥＬ
０
９
６
７

・
３
２

・
０
５
３
５

ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

「ぼくも家族の一員だよ。」

※
温
血
動
物

（定
温
動
物
）

‥
外
界
の
温
度
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
あ
る

一
定
の
温
度
を
保
つ
動
物
。
哺
乳
類
や
鳥
類
に
い
う
。

●

平
成
十

一
年
四
月

一
日
か
ら

高
齢
者
の
患
者
さ
ん
の
負
担

額
が
変
わ
り
ま
す

●

国
民
健
康
保
険
証
の
更
新
を
次
の
日
程
で
受
付
し
ま
す
。
現
在

お
持
ち
の
保
険
証
は
４
月
か
ら
は
使
え
ま
せ
ん
。

皆
様
、
必
ず
期
間
内
に
更
新
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

現
在
の
保
険
証
を
持
参
く
だ
さ
い
。
（印
鑑
は
不
要
で
す
。
）

老
人
保
健
制
度
加
入
者
の
皆
さ

ん
の
診
療
に
関
す
る

一
部
負
担
金

の
額
が
次
の
と
お
り
変
更
に
な
り

ま
す
。

■
外
来
の
場
合

一
日
に
つ
き
五
百
円
が
五
百
三

十
円
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
同

一
の
医
療
機
関
に

五
日
以
上
通
院
し
た
場
合
は
、
そ

の
月
の
五
日
目
以
降
の
通
院
に
つ

い
て
は
無
料
と
な
り
ま
す
。

（薬

剤
に
関
す
る

一
部
負
担
金
は
お
支

払
い
い
た
だ
き
ま
す
。
）

■
入
院
の
場
合

一
日
に
つ
き
千
百
円
が
千
三
百

円
に
な
り
ま
す
。

市
町
村
民
税
非
課
税
の
世
帯
に

属
す
る
方
等
で
老
齢
福
祉
年
金
を

受
給
し
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、

一
日
に
つ
き
五
百
円
に
減
額
さ
れ

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
な
ど
、
詳
し
い
こ
と
は

・
‥

高
森
町
役
場

・
税
務
課

・
国
民
健
康
保
険
係

ＴＥＬ
２

・
１
１
１
１

（内
線
１
５
２
）
ま
で
ど
う
ぞ

国民健康保険だより

保険証の更新 受付日程

国保と老人医療は助け含い

0
,●

地 区 名 日 日寺 場 所

上 色 見 3月 25日 9時～ 11時 中原公民館

色   見 3月 25日 13時～ 15時 旧」A色見支所前

高   森  (村山・上在・天神・上町・旭通 ) 高森郵便局前広場
(旧高森保育園)

高   森  (横町・下町・昭和・森・冬野 津留 )
下 町 公 民 館

草 音F」ヒ音F 3月 29日 9時～ 11時 JA草部北部支所

草 部 南 部 3月 29日 13時～ 16時 草部基幹集落センター

河    原 3月 30日 9日寺～ 10日寺 河原老人憩いの家

尾   下 3月 30日 10時半～ 11時半 尾 下 体 育 館
津 留・野 尻 3月 30日 13時～ 16時 野 尻 出 張 所

(11)

この難書 あなたの務子が購きている

自
主
的
に
修
正
さ
れ
る
と
、
過
少
申

告
加
算
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

●
申
告
税
額
が
多
す
ぎ
た
り
、
還
付

金
額
が
少
な
か
っ
た
と
き

「更
正
の
請
求
」
を
し
て
く
だ
さ
い
。

更
正
の
請
求
が
で
き
る
期
間
は
、
原
則

と
し
て
申
告
期
限

（平
成
十
年
分
は
平

成
十

一
年
二
月
十
五
日
）
か
ら

一
年
以

内
と
な
り
ま
す
。

そ
の
他
、
確
定
申
告
を
忘
れ
て
い
た

場
合
は
申
告
期
限
を
過
ぎ
て
い
て
も
速

や
か
に
確
定
申
告
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

申告の最終期限は3月 15
「

コ

国
民
年
金
　
Ｑ
＆
Ａ

国
民
健
康
保
険
証
が
四
月
か
ら
新
し
く
な
り
ま
す

保
険
証
更
新
の
お
知
ら
せ

麗

鐸


